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１　問題

１．１　家庭学習の重要性
　学力は、知識や技能など「学んだ力としての学力」
と、学習習慣や効果的な学習方法など「学ぶ力として
の学力」すなわち「学習力」に分けることができる

（篠ケ谷，2016）。後者の学習力は、生涯にわたり学び
続けていくうえで不可欠なスキルである。平成29年３
月告示の学習指導要領では、予測できない未来に対応
するためには、主体的に問いを立てて、他者と協働し
ながら解決していく力が必要であると強調されてい
る。学習力はその基礎とも言える。
　しかし、学習力は、学校の授業中に教師の指示のも

とで学習するだけでは、なかなか身につかない。その
ため、自分の学習を自分で管理しながら、効果的に
学んでいけるようにするには、授業以外の場で一人
で学習する経験を積まなければならない（篠ケ谷，
2016）。このように考えると家庭学習は、単に机に向
かうという習慣を身に付けるためのものではなく、学
習力を身に付けるために重要である。

１．２　家庭学習の課題
　中学校になると勉強が難しくなり、上手な勉強の仕
方が分からないという中学生が多い（ベネッセ総合教
育研究所，2014；吉田・村山，2013）。一方で教員も
効果的な勉強方法を示していない。学校が作成する学
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習の手引きでは、「テレビゲームなどを消す」のよう
に学習規律のみが書かれていたり、効果的な学習方法
を具体的に示せていなかったりする（植阪ら，2012）。
　こうした課題は第一著者（以下「筆者」）の勤務校
でも見られた。生徒の自主勉強は、書き取りなどの反
復練習に終始しているケースが多い。また生徒には

『家庭学習の追究』という手引を例年配布している。
しかしその内容は例えば「苦手な生徒は、授業でやっ
た例を、何度も書き写すだけでもよい（数学）」のよ
うに、必ずしも適切ではない。

１．３　認知主義的学習観の重要性
　植阪・床（2012）は、学習方法の定着は、生徒がど
のような学習を重要だと考えているかという「学習
観」に大きく左右されると述べている。学習観は大き
く「認知主義的学習観」と「非認知主義的学習観」に
分けられる（市川ら，2009）。認知主義的学習観とは、
思考過程や意味理解を重視し、様々な方略を活用し、
学習に取り組む態度である。また失敗経験も次の学習
に生かそうとする。一方、非認知主義的学習観とは、
思考過程ではなく結果、意味理解ではなく丸暗記、学
習方略より取り組む時間や量を重視する態度である。
学習力を身に付けるためには、認知主義的学習観の観
点から、考えるプロセスを重視し、勉強に工夫をする
ことが重要である。

１．４　本研究の目的
　以上を踏まえ本研究では、生徒の学習力を高め、効
果的な家庭学習の定着を図ることを目指す。そのため
に、認知心理学に裏づけられた効果的な学習法を生徒
に教えることに、学校全体で取り組んでいく。

２　実践

　実践は筆者が2020～2021年度に在籍していた公立中
学校で、第二～第五著者の指導を受けながら実施し
た。生徒に対する質問紙調査等を含む研究の実施全般
に関しては、学校長の許可を得た。
　2020年10月から校内研修で研究と実践について説明
した。2021年度は筆者が研修主任として一連の実践を
企画・実施した。校内研修のなかに「学力向上」コー
ナーを設定して、筆者や学力向上コーディネーターの

教員から説明等を行った。また校内研修の場だけでな
く、Microsoft社の情報共有アプリTeamsを活用して、
連絡や説明、資料公開などを随時行った。
　効果的な家庭学習にするために、学習の手引きの改
訂、学習法講座、学習力通信、授業と家庭学習の連
動、学習相談dayなどの取り組みを行った。以下にこ
れらの取り組みを具体的に示す。

２．１　学習の手引き『家庭学習の追究』の改訂
　学習の手引き『家庭学習の追究』を、2020年11月～
2021年３月にかけて改訂し、2021年４月に生徒に配布
した。改訂にあたっては、次の方針を全教科の教員が
共通に理解して取り組んだ。
　方針①　従来の手引きにあるような学習規律ではな

く、深い認知方略、メタ認知方略、外的リソース
方略など、認知心理学の観点から効果が高い学習
方略（植阪・床，2012）を中心に伝える。

　方針②　従来は教科ごとにバラバラだった形式を見
直して全教科で統一し、予習、授業、復習、テス
ト勉強、ワークや自主学習ノートの見本という形
で示す。

　まず、県内小中学校の学習の手引きを教員間で回覧
した。そして筆者が数学について改訂例を作成して示
した。そのうえで、学力向上コーディネーターの呼び
かけにより教科部会を開催し、教科主任を中心に改訂
内容を検討した。
　５教科をＡ４判１枚にまとめた簡略版（付録１）
と、Ａ４判・17頁の９教科冊子版（付録２）を作成し
た。簡易版・冊子版のいずれにおいても、教科ごとの
学習方法（例「数学の授業では途中の計算や考え方を
理解する」）だけでなく、全教科に共通の方法（例「自
分の言葉で大事なポイントをまとめる」）も示した。
　簡略版の数学を例に、改訂前後を比べてみよう。
2020年度まで生徒に配布していた手引きでは、次のよ
うに家庭学習の方法を示していた。

改訂前
①苦手な生徒は、授業でやった例を、何度も書き写すだ

けでもよい。
②教科書・ワークで間違えた問題をもう一度解く。その

際、問題文は書かず、解答のみ書く方が効率的であ
る。ただし、図や表、そして絵などは解答といっしょ
に書くとよい。解いたら必ず丸付けややり直しを行い
ましょう。
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③計算ばかりではなく、関数や図形の証明など、幅広く
行う。

④公式や関数の特徴、図形の性質をまとめる。

　①のように効果的とは思えない指示であったり、③
や④のようにどう取り組めば良いか分からない指示で
あったりした。これを次のように改訂した。

改訂後
予習
　①次の日の授業で行う範囲の教科書を読む。
　②教科書を読み分からない点や疑問点に印をする。
　③教科書の例題を解く。
授業
　①途中の計算や考え方を理解する。
　②予習で分からなかった点を中心に集中して聞く。
　③授業でわからなかった内容はすぐに質問する。
復習
　①今日の授業のノートを読み返す。
　②今日の授業で勉強した問題を解き直す。
　③ワークで今日の授業の範囲をやる。間違えたところ

は「なぜ」を考えてやり直す。

　改訂した手引きでは、予習で疑問点を明確にする、
理解する、失敗から学ぶなど、認知主義的学習観とつ
ながる方法が具体的に示されている。さらに冊子版

（付録２）では、より詳細に解説を加えている。
　作成した手引きを配布するだけでなく、使い方を
2021年４月の学習法講座で説明した。生徒には、家庭
学習をする際に見えるところに簡易版を掲示するよう
に伝えた。また、生徒のタブレットPCのロック画面
に設定した。このように普段から『家庭学習の追究』
に目がいくようにした。

２．２　学習法講座
学習法講座とは
　特別活動のうち学級活動の時間を使って、学習法講
座を開催した。学習法講座とは、特定教科に特化した
内容ではなく、認知心理学や教育心理学の成果をベー
スに、汎用的で効果的な学習方法を教える特設の授業
である（市川，2019；瀬尾，2019）。
　なお、ここでの「学習法講座」は、学級活動で実施
したものを指すが、それ以外に各教科の授業時間を
使って、教科の内容ではなく学習方法を教えることが

行われた。例えば筆者は数学の授業時間に予習の仕方
を説明したり、間違えた問題を次にどう生かすか説明
したりした。

学習法講座の展開
　2020年10月に学習法講座「上手な覚え方」を、１年
生対象に行った。この講座を他の教員に参観していた
だき、2021年度の取り組みについて理解をしていただ
いた。
　2021年度は１年生だけでなく、全ての学年で講座を
開催し（表１）、筆者だけでなく各学年担当の教員も
講師となった。

　2021年度の最初の２つの講座は、食堂ホールに１学
年全員を集めて実施した。そのため効率的ではある
が、やや落ち着かず、個別の生徒の支援が難しいとい
う課題があった。その後は同じ内容の学習法講座を、
各学級の担任が学級の実態に合わせて行うようにし
た。その際には、筆者の作った原案をもとに、各学年
担当の教員が学年の実態に合わせてアレンジした。ま
た担任が講座を行うだけでなく、副担任や学年主任の
教員も加わって、生徒を支援した。各学級で実施する
ことで、落ち着いた雰囲気のなかで、教員の指導も行
き届きやすくなった。
　さらに「学習法講座のデザイン７原則」を作成し

（付録３）、講座の運営方法について共通理解を図っ
た。これは学習法講座の先行研究や実践事例（植阪
ら，2022；瀬尾，2014；福田，2020）や教科の授業の
実践経験を参考に、講座を１時間の授業としてどうデ
ザインするかを、次の７つのキーワードで表現したも
のである。

原則１「またぐ」汎用性のある内容を扱う。
原則２「しぼる」内容を焦点化する。
原則３「今、ここから」生徒の現状から出発する。

表１　学習法講座の実施記録

時期 対象 実施形態 内容

４月 全学年 学年全体 『学習の手引き』の使い方
５月 全学年 学年全体 教科書を味方にする
５月 １学年 各学級 期末テストに向けて
７月 全学年 学年全体 夏休みの計画の立て方
９月 １学年 各学級 勉強のやる気を出すには
10月 １学年 各学級 期末テストで目標を達成するには
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原則４「うごく」�一方的な解説ではなく生徒自身が活
動する。

原則５「ふりかえる」講座をふりかえって言語化する。
原則６「つなげる」�講座を授業や家庭学習、通信など

につなげる。
原則７「楽」楽で楽しい取り組みにする。

　こうした取り組みを通して、学校全体として学習法
講座への理解が深まった。

学習法講座の例　「勉強のやる気を出すには？」
　心理学では「動機づけ」や「モチベーション」とい
う表現を用いるが、生徒・教員に伝わりやすいこと
を第一に、「やる気」と表現した。これは特定教科で
はなく、生徒の学習全般に関わる内容である（原則
１「またぐ」）。講座の設計にあたっては、学習動機に
関わる心理学の研究を多く参照したが、すべてを盛り
込むことはせず、「自分のやる気のタイプを知り、や
る気を高める方法を考える」ことに限定した（原則２

「しぼる」）。導入ではまず、夏休みに計画的に学習で
きなかった生徒が半数近くいたという実態を確認し、
やる気が出ないときにどうすればよいか考えることを
講座のねらいとした（原則３「今、ここから」）。
　続けて、自分のやる気の出し方のタイプを知るため
に、市川（1995）に基づく質問紙に生徒が回答し、
自分の学習動機が「充実志向」（学習自体がおもしろ
い）、「関係志向」（他者につられて）、「訓練志向」（頭
をきたえるため）、「自尊志向」（プライドや競争心か
ら）、「実用志向」（仕事や生活に活かす）、「報酬志向」

（報酬を得る手段として）のどれに当たるのかを確認
した（原則４「うごく」）。そのうえで教員から、それ
ぞれの志向の人はどんな人なのか、どんな方法がやる
気を高めることにつながるかを、山﨑（2014）をもとに
解説した（例：関係志向の人は友達といっしょに勉強す
る、報酬志向の人は自分で自分にご褒美を設定する）。
　終末では、本時で学んだことを生徒自身が振り返
り、自分のやる気の出し方を具体的に考えた（原則５

「ふりかえる」）。そして講座のみで終わらないよう、
生徒が考えたやる気の出し方を通信で紹介した（原則
６「つなげる」、付録４）。
　「学習法講座の展開」で述べたとおり、この時期の
講座は各学級で実施した。本講座も2021年９月14日の
５校時に、中１の３つの学級で担任が担当して、並行

して実施された。授業展開の原案やスライドを筆者が
作成し、それぞれの担任が生徒の実態や状況を踏まえ
てアレンジを加えつつ取り組んだ。これは担任の負担
を軽減して持続させやすくするという意味で、原則７

「楽」に該当する。

２．３　学習力通信
　学習法講座の内容をもう一度確認し定着できるよう
にするため、Ａ４判（両面）の『学習力通信UP』を
2021年度に５回発行した（付録４）。５回のテーマは、
学習法講座の内容に合わせて、以下の通りであった。

第１号　『学習の手引き』の使い方
第２号　教科書を味方にする
第３号　夏休みの計画の立て方
第４号　勉強のやる気の出し方
第５号　期末テストで目標を達成するには

　全学年、帰りの会で生徒一人ひとりに配布し、学級
担任とともに学習法講座の内容をもう一度確認するこ
とで、定着を図った。
　通信では学習法講座の内容と生徒による講座の振り
返りを中心に掲載した。それ以外にも、新聞の投書欄
に掲載されていた中学生の勉強法を紹介して、関心が
高まるようにした。また大学院指導教員（第三著者）
によるアドバイスや、勉強方法に関する書籍の紹介を
掲載した。紹介された書籍20数冊を第三著者から借り
て朝読書用に学級に配ったところ、生徒たちは熱心に
読んでいた。

２．４　授業と家庭学習の連動
　筆者が担当した中１数学では、４月初めの授業で予
習の重要さを説明し、自主学習として予習に取り組む
ことを指示した。そして「教科書を読んだり問題を解
いたりして、分からない箇所に？印を付ける」という
予習方法を教えた。授業では予習で「？」だったこと
を理解できるようにすることが大事と強調し、授業の
最後にはその日の学習内容を踏まえて、自主学習につ
ながる指示をした。
　「分配法則」を扱った授業（2021年６月）では、予
習として教科書にある
　　　12×（1/4―2/3）
などの問題を考えてくるよう指示した。授業の冒頭で
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予習について問うと、「どこから計算したらよいかわ
からない」、「マイナスが入っても、小学校で習った分
配のきまりと同じなのか」などの疑問が出された。そ
こで、本時のめあてを、「分配法則を利用して計算す
るときのポイントを考えよう」と設定した。
　展開では、長方形の面積図を用いて分配法則の意味を
考えたり、予習で取り組んだ問題をもう一度解き直した
りして、次のように分配法則のポイントを確認した。
　　○（　）の中から計算すると、分数がある場合、

間違えやすい。分配法則を使うと計算が簡単に
なる。

　　○正の数・負の数のいずれでも分配法則は成り立つ。
　終末では、適用問題として
　　　　　　102×（－32）
を分配法則を用いて解いて、考え方を確認した。また
ワークのなかから分配法則の問題
　　　　　　（－1/3＋1/5）×（－15）
　　　　　　3.7×19＋（－13.7）×19
をピックアップし、家庭学習で取り組むよう勧めた。
このように、予習（家庭学習）―授業―復習（家庭学
習）の連動（篠ヶ谷，2022）を図った。
　授業冒頭に、予習で考えた問題について「自信があ
る」と答えた生徒は31人中３人であった。これに対し
て、授業の終末では15人の生徒が「自信を持って家庭
学習に臨めそうだ」と答えた。

２．５　学習相談day
　2021年９月に中１の一つの学級を対象に数学につい
てアンケートを行ったところ（ｎ＝31）、約90％の生
徒が予習に取り組み、かつ、「予習で分からなかった
ことが授業で分かった」と回答していた。一方で、予
習をしていない生徒や授業の理解度が低い生徒もいる
ことが分かった。そこで、数学の困りごとや疑問を質
問できる「数学相談day」を９月末に２日間、放課後
に実施した。
　２日間でのべ16人の生徒が参加し、授業やワークで
分からなかったところを質問したり、筆者が用意した
プリントに取り組んだりした。筆者以外の担任や大学
院指導教員も加わって指導した。その結果、数学が苦
手な生徒に細やかな個別指導ができた。自分の間違い
の原因に気づいて類問に取り組んだり、友だち同士で
教え合ったり、さらにプリント教材を家庭学習用に持

ち帰ったりする様子も見られた。
　「数学相談day」に参加した生徒のうち10人に尋ね
たところ、全員が「参加して、とても良かった」、「同
じようなことが他の教科でもあるとよい」と回答し
た。生徒のこうした積極的な姿勢を受け、５教科の

「相談day」を11月の期末試験の前に２日間、１年生
を対象に実施した。放課後だと参加できない生徒もい
たため、昼休みに設定したところ、２日間でのべ20数
名の参加があった。筆者（数学）以外に、１年生で国
語・英語・社会・理科を担当している教員が指導にあ
たった。当日は、勉強を苦手とする生徒たちも参加し
て、授業やワークで分からなかったところを質問し、
教員の説明を一生懸命に聞いていた。また、数学相談
dayと同様に、質問に来た生徒同士で教え合う姿も見
られた。

２．６　オンラインの活用
　ここまで述べてきた手立ての有効性を高めるため
に、次のようにオンラインを活用した。
　第一に、教員全員が情報を共有できるよう、次のよ
うにMicrosoft社の情報共有アプリTeamsを活用した。
　○学習法講座の前に指導案やスライド資料を掲載し

た。
　○講座に向けて必要な準備を依頼した。
　○講座で生徒が振り返った内容を掲載した。
　○『学習力通信』を掲載した。
　筆者が講座を担当する場合でも、他の教員が前もっ
て講座の内容を理解しておくことで、講座当日に適切
な支援をしてもらうことができた。また各学年・学級
で講座を実施してもらう場合には、筆者が作成した資
料をダウンロードしてアレンジしてもらうことで、担
当者の負担を軽減することにつながった。
　第二に、学校のHPを次のように活用した。
　○『学習力通信』を掲載したり、学習法講座の様子を

紹介したりすることで、保護者に情報を発信した。
　○７月の講座「夏休みの計画の立て方」のあとに

は、計画表をExcelシートで作成し、生徒がHPか
らダウンロードできるようにした。

２．７　手立ての連動や波及
　学習力の向上に向けて、様々な手立てを講じたが、
個々の手立てだけでなく、それらを連動させた。

225生徒の学習力を育成する学習システムの開発と実践



　例えば、数学の授業で予習の方法を教え、家庭学習と
授業をつないだ。それだけでなく、予習への取り組み方
や予習を踏まえた授業の理解度を把握することで、さ
らにサポートが必要な生徒の存在に気づき、そのこと
が数学相談dayさらに５教科相談dayへとつながった。
　他にも、学習法講座「夏休みの計画の立て方」で
は、夏休みの宿題（ワーク等）がどのくらいの量ある
のかを確認し、１日にどれくらい取り組めば良いかを
考えさせた。ところが初めての経験である中１にとっ
ては、実際にワークに取り組んでみなければ、１日に
どのくらいできるのかわからない。そこで１学期の期
末試験が終わった時点で、夏休みのワークを渡して取
り組ませた。このことは夏休みの計画を立てやすくす
るだけでなく、期末試験が終わって意欲が低下しがち
な生徒にとっても、家庭学習習慣を継続することにつ
ながった。さらに講座終了後には各教科の授業内で、
感想文や自由研究の方法を説明するなど、中１が夏休
みの宿題に計画的に取り組みやすくするための手立て
へとつながった。
　このように複数の手立てを連動させたり、あるいは
当初は予想していなかったような効果の波及が見られ
たりした。こうした波及は、生徒だけでなく教員側に
も好ましい結果をもたらした。例えば５月の学習法講
座では、期末テストに向けて計画を立てさせた。その
ためには早めにテスト範囲を周知しなければならず、
教員がテストまでの指導計画をより明確にすることに
つながったと思われる。また夏休みの計画を立てるた
めに、従来よりも早く、部活動の計画を各部の顧問に
提出していただいた。このことも、部活動の計画的な
実施につながったと捉えられる。

３　成果の検証

　小泉ら（2020）は教育実践活動の成果をアウトプッ
トとアウトカムの二つに整理している。アウトプット
は実践活動の実績であり、アウトカムはこの活動を通
して引き起こされた児童生徒や学校の変化である。
　ここではまず、アウトプットについて簡単にまとめ
たうえで、アウトカムについて、生徒の学習習慣、数
学が苦手な生徒の変容、学習観、学力、さらに教員の
変化といった観点から多面的に検証する。

３．１　実践活動の実績
　2020年度から校内研修のなかで筆者の研究を説明す
る場を設定していただき、学校全体での理解のもと、
次のように多くの教員の協力を得て取り組んできた。
　○全教科で学習の手引きを改訂した。
　○全学年で学習法講座を実施した。
　○学習力通信を帰りの会で各担任から配布し、講座

を振り返る機会を設けた。
　○中１の５教科担当教員が学習相談dayを担当し

た。
　○学習法講座の様子などを学校長がHPに掲載した。
　このように、学習方法を伝えることの必要性を共通
に理解し、学校全体で取り組んだということ自体が、
優れたアウトプットとして評価できる。例えば学習法
講座についてこれまで報告されている事例では、教育
心理学を専門とする大学教員あるいは大学院生が実施
したり（例：瀬尾，2014；福田，2020）、こうした専
門家の指導のもとで小中学校教員が単独で実施したり
するケース（例：上田，2019；町田，2019）が多い。
本研究のように、専門家の指導を受けつつも、校内の
全学年で複数教員がアレンジを加えて実施したケース
は、稀である。
　教頭からは次のように、１年間の実践に対するコメ
ントをいただいた。許可を得て一部を示す（表現・表
記は一部改変）。このコメントからも、本実践の取り
組みが有効なものであったと評価できる。

　学習法講座　その時々の学年や学級のニーズに合った
内容を設定できていた。家庭学習の方法（４月）や教科書
の生かし方（５月）は、後に効果を発揮した。１学期の期
末試験前には、学習計画を立てる講座を行った。１年生
は初めての定期試験であり、家庭学習計画を丁寧に指導
しないと自分では進められない生徒が出る場合があり、
授業で取り扱ったことは意義深かった。
　学習力通信　学習法講座の内容を振り返ったり、生徒
の感想を載せたりしたことで、生徒が考えを共有したり
広げたりすることができた。また、保護者へ学習法講座
の内容や様子を伝える手段にもなった。学習法講座と学
習力通信を組み合わせて実践してきたことは、計画的な
取り組みであった。
　学習相談day　生徒が個別に教員に質問できる場と時
となった。学年の教員が協力して複数で指導にあたった
ことで、少人数指導・個別指導ができ、生徒も「できる
喜び」を味わえた。今後も相談dayを継続していくこと
で、教員に気軽に質問できる雰囲気・校風をつくり上げ
ることを期待する。
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　学習法講座のデザイン７原則　学習法講座を充実させ
継続していくポイントを７つのキーワードでまとめた。
この７原則は、学習法講座だけでなく諸々のところで利
用できる。

３．２　生徒の学習習慣
　2020年10月に１年生を対象に、2021年４月と11月に
全学年を対象に、学習習慣に関するアンケート調査を
行った。

家庭学習の時間
　週あたりに家でどのくらい勉強しているか（塾や家
庭教師等は除く）、５件法で問うた（１：ほとんどし
ない、２：週に１日、３：週に２～３日、４：週に
４～５日、５：週に６～７日）。また学校の授業以外
に平日１日あたりどのくらい勉強しているか、勉強時
間（塾や家庭教師等も含む）を６件法で問うた（１：
まったくしない、２：30分より少ない、３：30分以
上、１時間より少ない、４：１時間以上、２時間より
少ない、５：２時間以上、３時間より少ない、６：３
時間以上）。
　令和元年（2019年）度の全国学力・学習状況調査結
果によると、学校の授業以外に１日の勉強時間が２時
間以上の生徒は36％である。これに対して本校（2021
年11月）では、１年生47％、２年生51％、３年生85％
と、全国を大きく上回っていた。
　各学年で2021年４月と11月の結果を比較すると、家
庭学習に取り組む週あたり日数（表２）と、１日あた
りの家庭学習時間（表３）が、どの学年でも４月より
11月の方が有意に多かった。ちなみに11月の日数と時
間を評定値をもとに実数に換算すると、中１が平均週
5.3日・１日2.0時間、中２が平均週4.8日・１日1.9時
間、中３が平均週5.5日・１日2.7時間であった（注１）。

予習・復習
　「家で授業の予習をしている」「復習をしている」と
いう項目を示し、どの程度自分にあてはまるか４件法
で問うた（１：あてはまらない、２：どちらかといえ
ばあてはまらない、３：どちらかといえばあてはま
る、４：あてはまる）。
　平成29年（2017年）度の全国学力・学習状況調査結
果によると、「家で授業の予習をしていますか」とい

う質問に「している」「どちらかといえば、している」
と回答した生徒は、32％であった。これに対して本校

（2021年11月）では、１年生82％、２年生51％、３年
生58％と、全国を大きく上回っている。また「家で授
業の復習をしていますか」という質問に「している」

「どちらかといえば、している」と回答した生徒は、
全国では51％であったのに対して、本校では、１年生
82％、２年生82％、３年生93％と、大きく上回ってい
る。自分でやるべきことを把握し、計画的に学習の時
間を活用できている生徒が多いと言える。
　各学年で2021年４月と11月の結果を比較すると、１
年生では予習に取り組む生徒が増えた（表４）。２年
生では復習に取り組む生徒が増えた（表５）。

表２　家庭学習の週あたり日数（評定値）

時期 平均 SD ｔ値
中１

（ｎ＝87）
４月 3.86 1.06 4.832 ｐ＜.01
11月 4.38 0.82

中２
（ｎ＝102）

４月 3.75 1.08 3.749 ｐ＜.01
11月 4.11 0.88

中３
（ｎ＝99）

４月 4.10 1.01 4.379 ｐ＜.01
11月 4.46 0.80

表３　家庭学習の１日あたり時間数（評定値）

時期 平均 SD ｔ値
中１

（ｎ＝87）
４月 3.80 0.97  5.408 ｐ＜.01
11月 4.44 0.96

中２
（ｎ＝102）

４月 3.87 1.03  4.845 ｐ＜.01
11月 4.32 0.91

中３
（ｎ＝99）

４月 4.19 0.95 10.053 ｐ＜.01
11月 5.19 1.02

表４　予習への取り組み（評定値）

時期 平均 SD ｔ値
中１

（ｎ＝87）
４月 2.77 0.92 2.820 ｐ＜.01
11月 3.08 0.76

中２
（ｎ＝102）

４月 2.40 1.02 0.877
11月 2.49 0.94

中３
（ｎ＝99）

４月 2.46 0.89 0.716
11月 2.54 0.78

表５　復習への取り組み（評定値）

時期 平均 SD ｔ値
中１

（ｎ＝87）
４月 3.20 0.80 0.354
11月 3.16 0.77

中２
（ｎ＝102）

４月 2.85 0.96 3.959 ｐ＜.01
11月 3.24 0.88

中３
（ｎ＝99）

４月 3.28 0.67 1.290
11月 3.37 0.70
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2020年度の中１と2021年度の中１の比較
　ここまで示したように、2021年度の４月と11月を比
較したところ、学習習慣の定着が確認された。しかし
新学期当初の４月と２学期終盤（期末試験前）の11月
という時期的な要因が、違いをもたらした可能性もあ
る。
　本研究では2020年10月にも当時の１年生（ｎ＝106）
を対象に、学習習慣の調査を実施していた。そこでほ
ぼ同じ時期に実施した調査結果を比較することで、本
研究の実践を経験していなかった生徒（2020年10月の
中１）と、経験した生徒（2021年11月の中１）の違い
を明らかにする。
　家庭学習の日数（週あたり）や時間（１日あたり）
には、大きな違いは見られなかった。一方、予習への
取り組みに違いが認められた。前年度の１年生の予習
への取り組み（評定値）は、平均2.30（SD＝0.91）で
あり、2021年度は前年度に比べて有意に高まっていた

（ｔ＝6.079，ｐ＜.01）。
　また予習の内容について「教科書のこれから習うと
ころを読む」など７項目をあげて、あてはまるものを
選択させた（複数選択可）。表６は各項目を選択した
生徒の％であり、2021年度での選択率が高い順に示し
ている。2020年度は「ワークをやる」、「単語や語句の
意味を調べる」、「教科書を読む」が多かった。これに
対して2021年度は「教科書を読む」、「大切なところに
印を付ける」、「単語や語句の意味を調べる」、「授業
でやりそうな問題を解く」など、様々な方法を活用し
ていた。2021年度は筆者が数学の授業で、「予習で分
からないことを見つけてきて、授業でスッキリさせよ

う」と予習の大切さを繰り返し説き、予習の方法も具
体的に教えていた。そうしたことが、結果につながっ
たと思われる。

保護者からのコメント
　通知表には、保護者が長期休業中の生徒の様子を伝
える「保護者より学校へ」という欄がある。2021年度
２学期の通知表に対して保護者から、「自分なりに計
画を立てて課題に取り組んでいたようです」、「夏休み
同様、冬休みも自分で計画を立て頑張っていました」
というコメントが多数書かれていた。冬休みは行事も
多く不規則な生活習慣になりがちであるが、自分を律
し計画的に学習に取り組める生徒の様子がうかがわれ
る。

３．３　数学が苦手な生徒の変容
　筆者が担当した中１数学で、数学の苦手な生徒３名
の取り組み方を観察し、生徒本人から話を聞いた。苦
手な生徒であったが、次のように家庭学習を工夫でき
るようになった。
　○自主学習ノートを使って、前時の授業のまとめ直

し、既習事項の再確認、ワークの解き直しを行う
ようになった。その際に分からなかったところ
を付箋に記し筆者に質問したり、計算式を解く際
のポイントを自分の言葉で記したりできるように
なった。

　○本時の授業の復習と次時の授業の予習というよう
に関連する内容を、自主学習ノートに行うように
なった。

　○ノートは後から見返したときに分かりやすいよう
に書いたり、ポイントは短く分かりやすく書いた
りするなど、ノートの使い方を工夫するように
なった。

３．４　生徒の学習観
　2021年４月と11月に全学年を対象に、学習観に関す
るアンケート調査を行った。学習観は認知主義的学習
観と非認知主義的学習観に分けられ、それぞれ４つの
志向から構成されている（市川ら，2009；植阪ら，
2006）。各志向について３項目ずつを示して、これに
あてはまるか５段階で問うた。項目例は、以下の通り
である。

表６　予習の内容

2020
年度

2021
年度

教科書のこれから習うところを読む 44 82
教科書の大切だと思うところに印をつけた
り、書き出したりする 33 49

単語や語句の意味を調べる 45 46
授業でやりそうな問題を解く 21 38
ワークをやる 50 29
教科書の疑問に思ったところに印をつけた
り、書き出したりする  7 21

教科書のこれから習うところをノートに写す 16 14
予習はしていない 16  5
その他 13  1

� 数値は％
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認知主義的学習観
　意味理解志向「ただ暗記するよりは、理解して覚える

ことが効果的だ」
　思考過程重視志向「テストでできなかった問題は、答

えだけでなく解き方も知りたい」
　方略志向「人それぞれ、自分に合った勉強方法を工夫

した方が効果的だ」
　失敗活用志向「問題が解けなかったときにこそ、自分

が足りない部分に気づくことができる」
非認知主義的学習観
　丸暗記志向「なぜそうなるかを考える前に、まず覚え

ることが重要だ」
　結果重視志向「なぜそうなるのかわからなくても、と

にかく答えが合っていればいい」
　練習量志向「たくさんの量の勉強をすることが、なに

よりも大切だ」
　環境設定志向「みんなの成績がいいクラスに入ってい

れば、成績は良くなる」

　認知主義的学習観の評定平均が学年や時期にかか
わらず4.0を超えており、高い水準が維持されていた

（表７）。

３．５　生徒の学力
　2021年度に複数回実施された学力テストの標準点
を、県内あるいは全国の平均水準と比較した。その結
果、１年生では４月・８月ともに、平均よりやや良い
水準であった。２年生では４月より８月の方が高まっ
ていた。３年生は毎月テストを実施したが、ほぼ平均
水準の成績が維持されていた。

３．６　教員の変化
　本研究で試みた一連の実践は、生徒だけでなく教員
にも影響を及ぼした。そのことを、全教員を対象とし
た学校評価アンケートと、学習法講座などに参画した
教員への聞き取りから明らかにする。

学校評価アンケート
　学校評価アンケートは毎年６月と12月に実施され
る。本研究と関わる項目として「『家庭学習の手引き』
や家庭学習指導などで、家庭学習の習慣化が図れるよ
う指導の工夫に努めたか」がある。筆者が校内研修で
研究について説明したのが2020年10月であり、それ
以降３回の結果を表８に示す。評定は４件法である

（１：まったくあてはまらない、２：あまりあてはま
らない、３：だいたいあてはまる、４：よくあてはま
る）。３回の調査を通じて、この項目に肯定的に回答
している教員が次第に増えていったことが分かる。

聞き取り
　筆者と同じ１年生担当で、学習法講座や学習相談
dayに参画した教員複数名から、次のような内容を聞
き取ることができた。
　○学習の「内容」だけでなく「方法」に目を向け

て、生徒が何に困っているのか考えたり、生徒に
あった方法を一緒に考えたりするようになった。

　○学習法講座を担当するときには、自分の教科と一
緒で、「この１時間で何を伝えたいか」を考える
ようになった。

　○学習相談dayで生徒が質問に来るとは思っていな
かった。多くの生徒が質問の機会を欲しているこ
とを初めて知った。これからもこういう機会を作
ろう。

　○三者面談で、学習法講座などの取り組みについて
保護者に話した。保護者のなかには、「自分が学
生の時には学習方法は教えてもらえなかった。う
ちの子が学習内容だけでなく方法も教わっている

表７　学習観

志向 中１ 中２ 中３
４月 11月 ４月 11月 ４月 11月

意味理解 平均 4.29 4.30 4.40 4.36 4.35 4.41
SD 0.66 0.73 0.55 0.59 0.59 0.66

思考過程重視 平均 4.53 4.29 4.53 4.36 4.29 4.30
SD 0.56 0.69 0.50 0.64 0.69 0.64

方略 平均 4.22 4.23 4.40 4.32 4.30 4.28
SD 0.59 0.62 0.63 0.69 0.67 0.65

失敗活用 平均 4.56 4.42 4.55 4.46 4.41 4.42
SD 0.62 0.66 0.52 0.59 0.59 0.61

丸暗記 平均 2.22 2.11 2.23 2.29 2.29 2.14
SD 0.69 0.82 0.79 0.88 0.74 0.76

結果重視 平均 1.87 1.95 1.93 2.06 2.24 2.50
SD 0.86 0.79 0.83 0.83 0.78 0.85

練習量 平均 2.87 2.84 2.98 2.92 3.06 3.13
SD 0.81 0.78 0.91 0.96 0.85 0.90

環境設定 平均 2.56 2.47 2.93 2.96 2.78 2.89
SD 0.86 0.95 1.01 0.96 0.91 0.79

表８　学校評価アンケートの結果

年度 時期 評定１ 評定２ 評定３ 評定４
2020 12月 0.0 33.3 47.6 19.0
2021 ６月 0.0 17.4 65.2 17.4
2021 12月 0.0  8.7 60.9 30.4

ｎ＝21（2020年度），n＝23（2021年度）
数値は％
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のであれば、家庭でも一緒に見直していきたい」
と、家庭での学習環境の見直しに積極的な姿勢を
みせてくれた方もいた。

　このように、一連の実践を通して教員自身が学習方
法に目を向けるようになったり、生徒や保護者との関
係にも肯定的な変容が認められたりした。また学習法
講座のデザインについて考えるようになったのは、

「学習法講座のデザイン７原則」を通して、内容を絞
ることや、振り返りの時間を設けることなどの大切さ
を共通理解したことにもよるのだろう。

４　考察

４．１　本研究の成果
　学校全体で適切な学習方法を教える取り組みを行っ
た。その結果、家庭学習の習慣がついて、家庭学習に
取り組む時間が長くなり、内容も豊かになった。また
こうした取り組みを通じて、教員も生徒に合った学習
方法を考えたり、面談の場で保護者と話題にしたりす
るなど、教員にとってもプラスの影響が認められた。
さらに本研究の特徴的な成果として、「２．７　手立て
の連動や波及」で述べたように、一つの手立てが様々
な方向に効果を波及させたことがあげられる。

４．２　成果をもたらした要因
　こうした成果が得られた背景要因を、研修主任とし
ての筆者の活動と同僚教員の協働性から考察する。

研修主任としての活動
　本研究では筆者が研修主任（ミドル・リーダー）と
いう立場で、企画運営にあたった。職場の多くのメン
バーが活動に参画して成果をあげるためにリーダーに
必要な条件として、日向野（2018）は目標設定・共
有、率先垂範、同僚支援の３つをあげている。本研究
では次のような取り組みが該当する。
　○2020年度から校内研修で説明の機会を設定しても

らい、取り組みの必要性を認識していただけた
（目標設定・共有）。

　○筆者が「学習の手引き」の改訂例を示したり、学
習法講座を実施して見せたりすることで、他の教
員に内容や方法を理解していただけた（率先垂
範）。

　○学習法講座の原案とスライドやワークシートな
どは筆者が作成したものをTeamsにアップロード
し、教員が自由にダウンロードし活用できるよう
にした（同僚支援）。

　本研究の成果が得られたのにも、こうした条件が大
きかったと思われる。

同僚教員の協働性
　さらに勤務校教員の協働性が、本研究の取り組みに
大きなプラスとなった。この協働性は、次のような要
因によるものと思われる。
　○生徒数約310名、職員数35名という、大きすぎも

小さすぎもしない規模であり、教員同士が互いに
コミュニケーションを取りやすい状況であった。

　○筆者が担当した第１学年の担任３名は世代が近
く、相談しやすかった。またこうした教員の協力
を得ることで、次第に協力してくれる教員が増え
ていった。

　○生徒に学力面や行動面での問題が少なく、教員の
多忙感が抑えられ、協働する余裕があった。

　教員の協働性が本研究の実践を支えてくれたと同時
に、本研究への参画を通じて協働性がさらに高まった
と推測される。

４．３　本研究の課題と今後の方向性
　一方、１年間の実践では不十分だった点もある。生
徒の家庭学習習慣という点では成果が得られたが、学
力では明確な成果は得られなかった。各学年の教員に
生徒の学習状況や、手引きの活用状況、学習法講座に
対する評価など詳しく話を伺って、改善のヒントを探
ることが必要である。
　生徒の学習習慣、学習方略、学力に確実につなげる
ために、本研究で試みた手立てについて、次のように
改善や発展の可能性を考えていきたい。

学習法講座
　学習法講座を全ての学年で複数回実施したが、十分
に取り上げられなかった内容もある。学校現場は教育
内容が多く、特別活動の時間を確保できないこともあ
る。中学校３年間のカリキュラムのなかで、いつどの
ような内容の学習法講座を設定するか、カリキュラ
ム・マネジメントを検討する必要がある。
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　学習法講座を学級活動の年間指導計画に入れるので
あれば、学級活動の趣旨に則って、生徒の自主的・実
践的な活動としてデザインする必要があるかもしれな
い。教師による指導のもと、授業準備や司会進行・提
案等を可能な限り生徒が行うということである。生徒
にはかなりハードルの高い活動であるが、主体的に関
わることで、教員から教えられる以上に、講座の内容
が身につくだろう。

学習力通信
　学習法講座の内容の確認や生徒の振り返り等とい
う、学習法講座を受けてのみの発行となり、結果的
に、発行回数も５回と少なかった。講座と連動するも
のだけでなく、様々な内容を工夫し、回数を増やして
定期的に発行することが望ましい。
　発行回数を増やしつつ継続するためには、一人の教
員が担当するのではなく、学力向上コーディネーター
などとも連携し、チームで発行することが考えられ
る。また学習法講座と同様に、生徒会活動の一環とし
て、生徒が企画・取材・制作・発行するケースもあり
得る。

学習相談day
　数学相談day２日、５教科相談day１日のみの開催
であり、機会を多く持つことができなかった。疑問や
困りごとを相談できる場の提供を継続して行っていく
必要がある。また生徒の疑問や困りごとで他の生徒に
とっても有用なものは、授業や通信などでも取り上げ
て、全員の学習に生かせるようにしたい。
　教員の人数には限りがあるため、生徒がたくさん質
問に来た際には、対応できなくなることもあった。教
員から教える場だけでなく、生徒同士が教え合う場の
設定をすることも大切である。
　本研究の実践では、学習相談dayに参加した生徒
が、授業後の休憩時間に質問にくるようになった。こ
のように、「場」づくりを通して「質問したら分かっ
た」という経験を積むことで、特定の「場」でなくと
も、いつでも疑問や困りごとを相談できるような学校
風土をつくりたい。

手立ての連動
　学習の手引きを改訂したり、学習法講座や通信で学

習方法を伝えたりしてきたが、こうした手立てが日頃
の家庭学習や授業にどのくらい生かされていたかは、
検証できていない。例えば手引きを日頃、十分に参照
していない生徒もいると思われる。また教員も、日頃
の授業では教科の「内容」が中心となり、「方法」に
触れることが少ないケースがあるだろう。
　生徒に対しては、例えば定期試験を返却する際に手
引きの内容にも触れて、その重要性をあらためて伝え
ることが考えられる。教員に対しては、「手引き」や

「講座」の内容を授業に生かすことを呼びかけるだけ
でなく、実際にそういう授業を筆者らが実施して参観
していただくことが必要であろう。また、授業研究会
や校内研修で「学習方法」に焦点を当てることも考え
られる。
　可能であれば、毎回の校内研修のなかに、短時間で
もよいから、次のように学習方法に関わる機会を設け
たい。
　○「手引き」の趣旨を新任の教員に説明する。
　○認知主義的な方略や学習観、それが生きた実践例

（生徒の変容）を紹介し合う。
　○どういう学習法講座が必要か意見を出し合う。
　こうした取り組みを通して、手引きの改訂、学習法
講座と通信などが単発のイベントで終わるのではな
く、それらを連動させて生徒の学習につなげる取り組
みが、学校の特色ある風土として根付くことを目指し
たい。

情報の発信
　学校としての取り組みをさらに発信していくことが
必要である。
　第一の発信先は、保護者である。「３．６　教員の変
化」で紹介したように、教員が三者面談で話題にした
ケースもあるが、学校で勉強方法を教えているという
ことについて、保護者の理解はまだ不十分である。例
えば筆者が2021年11月に行った三者面談でも、保護者
から「どのように勉強させたらよいか分からない」、

「効果的な勉強方法を教えて欲しい」という意見をい
ただいた。保護者の多くも、学習方法を学校で教わっ
た経験は少ないと思われる。そこでPTAの総会や会
議、三者面談等で話題にして、取り組みを伝えていく
ようにしたい。
　第二の発信先は小学校である。「１　問題」で指摘
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したように、中学校になると「上手な勉強の仕方が分
からない」という生徒が増える。ここから、小学校ま
での学習方法では、進学後につまずくことが推測され
る。そうならないためにも、小学校段階から学習方法
を工夫することを、児童も教員も意識しなければなら
ない。まずは中学校での取り組みを小学校に発信し、
そのうえで小中連携の枠組みをつくり、適切な学習方
法やその指導方法を連携して検討していくことが望ま
れる。

４．４　生徒の学習力を高めるために
　本研究の最後に、生徒が自律的に学ぶ力（学習力）
を高めるには、どのような指導や取り組みが必要か、
ここまでの記述をもとに論じる。
　第一に、生徒自身が効果的な学習方法を知らなけれ
ばならない。そのために、まず教員が校内研修を活用
して、効果的な学習方法について学んだり協議した
りする。そしてそれを踏まえて効果的な学習方法を具
体的に示した「学習の手引き」を、教員全員で作成す
る。「手引き」は作成、配布すれば終わるわけではな
い。そこに示されている学習方法を学習法講座や普段
の授業で取り上げて実際に試して、有効性を実感して
もらうことが必要である。さらに、学習法講座を振り
返ることができるような通信を発行する。また、生徒
が学習の手引きをいつでも見られる環境にしておくこ
とも大切である。このような取り組みを行っていくこ
とで、生徒が効果的な学習方法を知ることができる。
　第二に、生徒が学習方法を知るだけでなく、自分で
活用できるようになることが必要である。生徒にとっ
て不慣れな学習方法は、コスト感が高く、有効であっ
ても使われなくなる可能性が高い（植阪，2010）。そ
こで、学習法講座等で取り上げた方法を、普段の授業
や家庭学習のどの場面でどう使うことができるのか教
員から示したり、生徒自身が考えたりする機会が必要
である。また普段の授業で、学習方法を活用する場面
を設定することも重要である。さらに生徒が自主学習
で学習方法を活用していた場合には、教師がその工夫
を取り上げて評価したり、他の生徒にモデルとして示
したりすることも効果的であろう。このような取り組
みを行っていくことで、生徒が効果的な学習方法を自
分で繰り返し活用するようになる。
　第三に、生徒が自律的に学ぶことができる環境設定

も必要である。本研究では、学習相談dayとして、教
員に質問・相談できる場を昼休みや放課後に設けた。
また本研究では不十分であったが、生徒同士が教え
合ったり学び合ったりする場も有効であろう。教師や
友人に相談することは決して他律的なことではない。
自らの苦手なところや課題に気づいて積極的に支援を
求めるのであれば、それも十分に自律的な学習の姿で
ある（瀬尾，2013）。さらに、夏休みなどでは学習に
使えるスペースを校内に確保することも必要である。
筆者が担当する部活動で、夏休みの部活動終了後、校
内の教室を使って勉強する時間を設けた。すると友だ
ちと相談したり、教員に相談したりしながら、一生懸
命取り組んでいた。このことからも、長期休業中に学
校の空き教室を開放して自習室として活用するなどの
方策を検討していきたい。
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（注１）次のように換算した。
週あたり日数
　　評定１（ほとんどしない）　0.0日
　　評定２（週に１日）　　　　1.0日
　　評定３（週に２～３日）　　2.5日
　　評定４（週に４～５日）　　4.5日
　　評定５（週に６～７日）　　6.5日

１日あたり時間数
　　評定１（まったくしない）　　　　　　　　0.00時間
　　評定２（30分より少ない）　　　　　　　　0.30時間
　　評定３（30分以上、１時間より少ない）　　0.75時間
　　評定４（１時間以上、２時間より少ない）　1.50時間
　　評定５（２時間以上、３時間より少ない）　2.50時間
　　評定６（３時間以上）　　　　　　　　　　3.50時間

付記
　本研究は第一著者による令和３年度群馬大学大学院教育学研
究科専門職学位課程教職リーダーコース課題研究報告書『生徒
の学習力を育成する学習システムの開発と実践―学校と家庭で
の学習をつなぐ効果的な学習法の指導を通して―』ならびに、

『令和３年度群馬大学大学院教育学研究科専門職学位課程（教
職リーダーコース）課題研究報告会資料集』所収の要旨に基づ
くものである。研究の実施にご協力いただいた学校関係者と熱
心に取り組んだ生徒の皆さんに、感謝申し上げます。
　なお本研究にあたり、先行研究の検討と実践の計画は著者５
名の協議による。実践は第二～第五著者の指導を受けながら第
一著者が実施した。実践の成果検証は第一～第四著者が主とし
て担当した。本論文の最終的なとりまとめは、上記の報告書と
要旨をもとに、著者５名の協議による。

� （おおさこ　としのり・かわの　ふみお・さとう　こういち・
� しんどう　けい・たむら　みつる） 　　　　　　　　　　　
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付録１　学習の手引き『家庭学習の追究』（簡略版）
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と
め
て
み
る
。

上上
手手

なな
勉勉

強強
方方

法法
（（

復復
習習

））
  

①
手
や
口
を
動
か
し
て
繰
り
返
し
書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る

だ

け
で
な
く
、
頭
を
働
か
せ
る
。
丸
暗
記
よ
り
も
意
味
を
考

え
る

方
が
覚
え
や
す
い
。

 
②
分
か
り
づ
ら
い
内
容
は
、
図
や
表
や
絵
な
ど
に
整
理
し
て

ま
と

め
る
と
、
ス
ッ
キ
リ
す
る
。

 
③
自
分
の
言
葉
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
。
そ
う
す

る
と

丸
暗
記
よ
り
も
記
憶
に
残
り
や
す
い
。

 
④
自
分
の
言
葉
で
友
達
に
説
明
す
る
。
う
ま
く
説
明
で
き
な

け
れ

ば
、
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
が

復
習

の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
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付録２（１）　学習の手引き『家庭学習の追究』（冊子版）より全教科共通のアドバイス

付録２（２）　学習の手引き『家庭学習の追究』（冊子版）より数学のアドバイス
　国・数・社・理・英は見開き２頁で、左頁にアドバイス、右に付録２（３）のようなノート例などが示されている。

全教科共通

ア　　　ド　　　バ　　　イ　　　ス

宿
題

　宿題は、各教科の先生が、「これは必要だ、皆にやってもらって力をつけて欲しい」と考えて出しているものです。家に帰ったら、まず最
初に宿題をやりましょう。宿題にきちんと取り組むと、教科の力が身につきます。

予
習

　教科書を一通り読むだけでも、次にどんな勉強をするのか分かります。たとえ内容が分からなくても、次の授業の見通しを持つことが出
来ます。また、予習しても分からないところに注意をして授業を受けると、大事なことを確実に学ぶことができます。

授
業

　授業では、「できないこと」を「できる」ようにします。予習をして疑問がわいたところに特に注意を集中し、授業のポイントだと思うとこ
ろを授業ノートにメモしておきましょう。後になったら思い出せないので、その場ですぐにメモするのがコツです。

復
習

　復習は、授業で行ったことの定着を図るために行います。復習をしておくことで、次の授業の内容も理解しやすくなります。また、その
日にやるだけでなく、少し時間を空けて勉強し、内容を覚えているか確認しましょう。

テ
ス
ト

　テストは、「自分の力を調べるためのもの」また「自分がどれぐらい理解できているかを確認するためのもの」です。また、テストに向けて、
目標や計画を立てて、実行してみて、その計画を見直すことも大切です。
　テストが返ってきたら、見直して、次に生かしましょう。正解を赤で書き写すだけでなく、「間違えた理由」や「次に間違えないために気
をつけること」をノートに書き出して、同じような問題を考えるときの参考にして下さい。

上手な勉強方法

① 手や口を動かして繰り返し書いたり読んだりするだけでなく、頭を働かせる。丸暗記よりも意味を考える方が覚えやすい。
② 分かりづらい内容は、図や表や絵などに整理してまとめると、スッキリする。
③ 自分の言葉で大事なポイントをまとめる。そうすると丸暗記よりも記憶に残りやすい。
④ 自分の言葉で友達に説明する。うまく説明できなければ、ちゃんと分かっていないということ。そこが復習のポイントだ。

⑤ うまくいったときや間違ってしまったときは、なぜうまくいったのか、なぜ間違えてしまったのか理由を考える。そうすると、次に生かせ
る「知恵」になる。

⑥ 自分の目標や計画を立て、実行し、途中で見直す。

⑦ 授業を振り返ったり、ワークを解いたりして分からないことがあった時は、教科書を開いてみる。教科書を使って、分からないことに関係
することが載っているか探してみることが、よく理解するために役に立つ。

内　　　容 ア　　ド　　バ　　イ　　ス

予　
　
　

習

①次の日の授業で行う範囲の
教科書を読む。

教科書の本文と図表を読んで、どんな勉強をするのか見通しを持ちましょう。教科書で太い文字で書かれて
いるものは大事な用語や公式です。図や表と結びつけて意味を確認しましょう。

②教科書を読み、分からない
点や疑問点に印をする。

予習で重要なことは、「疑問点を見つけること」です。その疑問点を授業で解消しましょう。「？」マークをつ
けておくだけでもよいのですが、授業ノートに質問の形でメモしておくと、効果アップです。

③教科書の例題を解く。 自分で手を動かして解いてから授業に臨みましょう。「どこまで考えられたのか」「どこからが分からないの
か」まで記しておくと、効果アップです。

授　
　
　

業

①途中の計算や考え方を理解
する。

数学は答えが合っているだけでなく、途中でどのような考え方をしたのかが大事です。解き方・考え方の大
事なポイントをメモしましょう。間違えたときは、「なぜ間違えたのか」「間違えないためには」について書い
ておくと良いでしょう。

②予習で分からなかった点を
中心に集中して聞く。

予習で教科書を読んだり例題を解いたりしたら、そこで解けなかったところ、自信がないところは特に集中
して取り組みましょう。

③授業でわからなかった内容
はすぐに質問する。

授業で分からなかったところや自信のないところは、遠慮なく先生や友達に質問して、その日のうちに解決
しましょう。

復　
　
　

習

①今日の授業のノートを読み
返す。

授業があったその日のうちに、ノートを読み返して授業内容を振り返りましょう。「ここはこの公式を使っ
てこう解くのだな」と、心の中でつぶやきながら説明してみると効果アップです。

②今日の授業で勉強した問題
を解き直す。

今日の授業で勉強した【たしかめ】【問】などをやってみましょう。教科書や授業ノートを見ないで自主勉強
ノートにやりましょう。解けない問題は教科書や授業ノートで確かめて、解けるまで繰り返しやることで効
果アップです。

③ワークで今日の授業の範囲
をやる。

授業で習った内容について、学校で配布されているワークをやってみましょう。解いたら、必ず答え合わせ
をしましょう。間違えてしまった問題は、解説をよく読み、「なぜ間違えたのか」「間違えないためには」を書
いておくと効果アップです。

テ　

ス　

ト

①定期テスト前は教科書・
ノート・ワークで総復習を
する。

今まで習った内容は、全て教科書やノートに書いてあります。教科書やノートを見直しながら、ワークを活
用して問題を解けるようになりましょう。間違えてしまった問題は、印をつけておいて、間違え直しノート
にやり直すことで効果アップです。

②定期テスト後は、テスト直
しをする。

間違えた問題をもう一度、間違え直しノートにやりましょう。「なぜ間違えたのか」「間違えないためにはど
うするのか」をメモしておくことで、あなただけの参考書ができます。
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付録２（３）　学習の手引き『家庭学習の追究』（冊子版）より数学のノート例など

自主勉強ノートの使い方
①授業で扱った問題やワークで間違え

てしまった問題を、間違えないため
のポイントを意識して、テストして
みよう。

②用語が分からなかったら、教科書を
使って調べて「意味」と「具体例」を書
いて覚えよう。
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付録３　学習法講座のデザイン７原則
段階 原則 原則の意味 原則の意図 具体的な方法 具体例
計画 原則１：

「またぐ」
特定の学年や教
科だけにあては
まる内容ではな
く、どの学年で
も大切な、教科
横断的で汎用性
のある方法（例：
覚え方、教科書
の使い方、やる
気の高め方、計
画の立て方）を
採り上げる。

上手な学習方法や工夫は、一つ
の教科だけではなく他にも生か
せること、それによって学習方
法が定着したり、効率的に学べ
たり、教科間をつなぐ深い理解
が促されることを目指す。

（注）�ただし特定学年や特定教科
の学習方法を解説する講座

（例、中１「数学のオリエン
テーション」）も、学習法講
座に含める。その場合には、
原則２以下に留意して実施
する。

様々な教科の教員に参加して
もらい、教科横断的な方略で
あることが生徒に伝わるよう
にする。

（１）大佐古がメインとなり他の先生
がゲストとなる、（２）一人の教員が
担当する場合でも他の教員から材料
を提供していただき複数教科の例を
取り入れる、などが考えられる。

どの教科（学年）の具体例を挿
入しても使えるよう、ベース
となるスライドを作成する。

ベースとは例えば「教科書を味方に
する」であれば、教科書には「なに（言
葉の定義）」や「なぜ（理由を考えるヒ
ント）」が載っているということ、等
である。

原則２：
「しぼる」

一回の講座で扱
う内容は焦点化
する。

次のような事情から、内容を精
選し、時間に余裕のある計画を
立てる。

　�①生徒自身が考えたり振り
返ったりする時間を確保する
ことが大切である。②生徒に
とっても教員にとっても初め
ての内容であることが多い。
③大きなホールに１学年の生
徒全員を集めて実施すること
もある。

１時間に多くの内容を詰め込
みすぎない。時間配分に余裕
を持たせる。

導入や抽象的な解説に時間をかけす
ぎない。生徒自身の活動と振り返り
に、十分な時間をかける。まず問題
を提示して生徒を活動に引き込むと
いうように、流れを工夫することも
できる。

どういう内容に焦点化するか
は、その時期や学習段階での
必要性から考える。

中１・４月の「数学オリエンテーショ
ン」の場合、最初は「ノートの取り方」

「授業中の考え方」など多くの内容を
盛り込んでいた。しかしまずは「予
習～授業」という流れを作ることが
大切と判断し、「予習」に絞った。

原則３：
「今、ここから」

講座は生徒の現
状（現在地）から
出発する。

生徒自身の現在の学習状況（実
態や悩みなど）を導入部分に入
れたり、心理学のデモ実験から
始めたりする（原則４・方法参
照）ことで、講座に対する関心
や意欲を高める。

事前や講座冒頭でアンケート
をとるなどして実態を把握
し、そこから講座で扱う内容
の必要性につなげる。

例えば「わからないことがあった場合
にネットで調べる」という実態から導
入し、教科書の大切さにつなげる。

「覚えることが多すぎる」という悩み
から、上手な覚え方につなげる。

実施 原則４：
「うごく」

教員からの説明
だけでなく、生
徒自身の学習活
動を含める。

生徒自身が課題に取り組み考え
ることで、意欲や関心、意味づ
け、家庭学習に生かす見通しな
どを持ちやすくする。教員に
とっても、生徒が一人で取り組
めそうか、どういうあたりが難
しそうか、把握できる。

心理学的なデモ実験を導入に
使うことで、頭の使い方の難
しさや面白さを実感してもら
う。

覚えにくい数列や文の羅列なども、
イメージ化や意味づけにより覚えや
すくなることを体験する。

教師が学習方法を説明するだ
けでなく、生徒自身がその場
でやってみる時間を設ける。

その場で教わった方法で、実際に予
習をしてみたり（講座「数学オリエン
テーション」）、教科書を確認してみ
たり（講座「教科書を味方にする」）す
る。

原則５：
「ふりかえる」

講座の内容を生
徒 自 身 が 振 り
返って言語化す
る。

講座の内容を振り返って自分で
どう取り組むか言語化すること
で、講座の内容の定着、自分に
とっての意味づけを図り、実践
につなげやすくする。

振り返りの時間をとって、１
時間の内容を自分で咀嚼し、
どう生かすか、ワークシート
に記述する。

講座の内容に応じて「授業でどう生
かすか」「家庭学習でどう生かすか」
などを具体的に書く。

実施後 原則６：
「つなげる」

講座を一つのイ
ベントで終わら
せ る の で は な
く、授業や家庭
学習、次の講座、

「学習法通信」、
「家庭学習の追
究」などにつな
げる。

一つの内容に様々な場面（文脈）
で触れることにより、生徒は忘
れかけていたことを思い出した
り、新たな視点で考え直したり、
講座で習ったことを様々な場面
で生かしたりする。このように

「つなげる」ことを生徒に委ねる
のではなく、「つなげる」場面を
教員自身が意識的に構成する。

学習法講座の内容に授業で触
れる。

講座「教科書を味方にする」で扱った
勉強方法（教科書で言葉の意味や具
体例を確認する）を、分配法則を例
に数学の授業でも行った。

講座の「振り返り」や、講座で
学んだことを家庭学習に生か
した実例などを、「学習法通
信」で紹介する（紹介する際に
は、生徒本人の了解を得たう
えで匿名とする）。

講座終了後、家庭学習で「家庭学習
の追究」を活用しているか生徒に問
うと、「理科の自主勉強の仕方が分
からなかったけど、何をすればよい
のか良く分かった」と返答があった。

長続き
のコツ

原則７：「楽」 「 楽（ ら く ）」で
「楽しい」取り組
みにする。

先生方のご協力をいただき、か
つ、本校の一つの特長としてこ
の取り組みが定着するために
も、できるだけ負担を減らし、
楽しめる方法を工夫する。

学校内や先生方のなかの、こ
れまでの蓄積・資源・ツール・
強みなどを生かす。

すべてを新たに一から作るのではな
く、共通して使えるスライド等は他
の先生と共有したり、繰り返し使っ
たりする。

生徒自身の変化を（小さなこ
とでも）見つけて、意味づけ
たり、価値づけたり、評価し
たりする。

数学の予習をして「全然分からな
かった」と言っていた生徒が、授業
を受けたことで「分からなかったと
ころが良く分かった」と手帳に記入
してくれたことを生徒に伝えた。
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付録４　学習力通信第４号
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